
総務経済常任委員会活動レポート

開 催 日：令和８年５月 12 日(火)

開催場所：１・２号委員会室

総 務 部

１．防災について

（１）令和８年度中標津町防災訓練概要について

令和８年 10 月４日、東 19 条東橋河川敷地付近で標津断層帯による震度６強の大規

模地震の発生を想定し、関係機関と連携した実践的な防災訓練の実施が予定されてい

ます。防災対応の習熟を目的に、陸上自衛隊、中標津警察署、中標津消防署、海上保安

庁、根室振興局、釧路地方気象台、町立中標津病院などが参加します。内容は、緊急地

震速報、自衛隊派遣要請訓練、倒壊家屋救助訓練、ヘリコプター傷病者吊り上げ救出訓

練、支援橋設置訓練・渡河訓練との説明を受けました。

【主な質疑】

委員：釧路地方気象台は緊急地震速報担当ですが、屋外拡声装置を使用しますか？

担当：今回は訓練会場のみで放送を予定しています。

委員：救助から搬送まで、一連の流れとしての訓練はできないですか？

担当：関係機関の調整や車両通行の制約が大きいため、個別で体験実施する予定です。

２．第３期中標津町まち・ひと・しごと創生総合戦略について

５月 15 日までパブリックコメントを実施中で、５月 12 日時点では意見は寄せられ

ていません。今後は、第６回総合戦略策定委員会で最終確認、創生本部会議の後、６月

１日に第３期総合戦略が開始されるとの説明を受けました。

経 済 部

１．農業振興について

（１）計根別地域バイオガスプラント建設検討部会の今後の整理について

計根別地区の家畜ふん尿等を活用した地域循環型農業とエネルギー利用を目的とし、

計根別農協、株式会社明治、エア・ウォーター株式会社、本町による「計根別地域バイ

オガスプラント建設検討部会」で協議が進められてきました。コスト試算結果で、ガス

配管整備費や運営主体確保が課題となり、集合型バイオガスプラントの実現可能性は

極めて難しいとの判断に至りました。今後は検討を一旦終了し、個別型プラントの情

報共有・意見交換の場として部会を１～２年程度存続させる方針との説明を受けまし

た。

【主な質疑】

委員：補助金の活用で、みどりの食料システム交付金の活用を検討されていました

が、これ以外の補助金の検討は？

担当：集合型バイオガスプラントでは検討はしていませんが、今後の個別型プラント

の検討では経済産業省のエネルギー転換系補助金も検討します。



２．経済振興について

（１）外国人財誘致推進事業

令和５年度から令和７年度までの３か年事業が終了しました。令和５年度は基盤構

築とターゲット選定としてアジア圏でニーズ調査を実施、令和６年度はＩＴ専門学校

開校により、日本語学校から専門学校、就労へとつながる教育・就労パッケージが構築

されました。また、株式会社アンドネットが町内に事業所を開設し、教育から就労・定

着まで支援する体制が整備されました。令和７年度は地域ブランド確立と送出し機関

との連携強化を進め、２月末時点の在留外国人数は 392 人と、留学・就労ともに大幅に

増加しています。

今後は介護人材分野に注力していくとの説明を受けました。

【主な質疑】

委員：介護保険課では、町内の外国人介護従事者への聞き取りを予定していますが、

外国人材誘致の知見を持つ経済部も同行・連携することで、課題把握や支援が

より効果的になるのでは？

担当：町内でも外国人材受入れの動きは広がりつつありますが、まずは事業者側の受

入れ体制や意向確認が必要です。今後、介護事業者協議会等でニーズを把握し、

必要があれば介護保険課と経済部が連携して取り組めるよう努めます。

委員：外国人材へのニーズ調査の機会を増やすことは？

担当：外国人材受入れに関する事業者アンケートを実施し、関心や支援ニーズを把握

します。受入れに意欲のある事業者には、町が窓口となり、相談対応や制度説明

などのプッシュ型支援体制を整備します。

建設水道部

１．町営住宅について

令和８年５月 1 日現在、町営住宅 742 戸のうち入居世帯は 484 戸で入居率は 65.2％

です。また、政策空家を除くと管理戸数は 531 戸、入居率は 91.1％とのことです。

また、令和７年度は入居募集を３回を行い、22 戸の募集に対し 79 世帯が応募し、応

募倍率は 3.59 倍であったと説明を受けました。

【主な質疑】

委員：入居資格要件の連帯保証人はいつから緩和されていますか？

担当：国から令和２年３月に可能な限り緩和するように通知があり、本当にやむを得

ない場合は、緊急連絡先を確認した上で対応しています。

委員：動物を飼育してはなりませんが、苦情に対する調査は？

担当：年に数件の事例があります。時間を要しますが、親族などにつないでもらい引き

取りをお願いしている状況です。


